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高
齢
者
へ
の
安
全
指
導

～
す
べ
き
こ
と
と
避
け
る
べ
き
こ
と
～

高
齢
者
の
心
身
の
特
徴

•
「
senior」

と
は
単
語
と
し
て
は
「
先
輩
」
、
「
経
験
豊
富
な
」
、
「
年
長
」
な
ど
の
意
味
が
あ
る
。
 

•
高
齢
者
と
い
う
定
義
は
日
本
や
W
HOで

は
65歳

以
上
。
75歳

ま
で
を
「
前
期
」
、
以
降
を
「
後

期
」
と
い
う
。
 

•
平
均
寿
命
は
男
性
81.64歳

、
女
性
87.74歳

（
2020年

時
点
）
。
100歳

以
上
が
8万
人
以
上
！
 

•
年
代
と
と
も
に
、
肺
活
量
、
最
大
呼
吸
量
、
腎
血
流
量
、
糸
球
体
濾
過
量
、
骨
密
度
な
ど
が
著
し
く
低

下
し
、
神
経
伝
達
速
度
、
基
礎
代
謝
率
、
細
胞
内
水
分
が
緩
や
か
に
低
下
す
る
。
 

•
令
和
元
年
時
点
で
高
齢
化
率
は
28.4%

（
3,589万

人
）
で
世
界
一
位
！
ち
な
み
に
昭
和
25年

で
は

5%
に
満
た
な
か
っ
た
。
21%

を
超
え
る
と
超
高
齢
化
社
会
と
呼
ば
れ
る
。
日
本
以
外
で
は
イ
タ
リ

ア、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ド
イ
ツ
な
ど
が
あ
る
。
 

•
ち
な
み
に
子
ど
も
（
15歳

以
下
）
の
割
合
は
12.1%

（
1,533万

人
）
。
こ
れ
も
4,000万

人
以
上

の
諸
外
国
と
比
べ
て
世
界
ワ
ー
ス
ト
一
位
。
日
本
は
38年

連
続
減
少
。
日
本
の
人
口
は
少
子
高
齢
化
で

2053年
に
１
億
人
を
割
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

65歳
以
上

シ
ニ
ア
と
は
？

•
10年

前
の
デ
ー
タ
（
脳
血
管
疾
患
や
虚
血
性
心
疾
患
な
ど
の
有
病
率
、
歩

行
速
度
や
握
力
 、
知
能
）
と
比
べ
る
と
、
現
在
の
65歳

は
約
10歳

若
返
っ

て
い
る
。

昔
に
比
べ
て
若
い

シ
ニ
ア
の
現
状

日
本
老
年
医
学
会
・
日
本
老
年
学
会
編

:高
齢
者
に
関
す
る
定

 義
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
報
告
書

. 



•
高
齢
化
と
と
も
に
要
支

援
・
要
介
護
の
人
数
は

増
え
て
い
る
が
、
多
く

は
85歳

以
上
。
 

•
60代

70代
は
、
基
本

的
に
は
自
立
し
て
い

る
。
 

•
高
齢
者
は
75歳

以
上
と

す
べ
き
だ
と
い
う
主
張

も
あ
る
。

70代
は
自
立
し
て
い
る

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
割
合

厚
生
労
働
省
「
介
護
給
付
費
等
実
態
統
計
月
報
」
、
総
務
省
「
人
口
推
計
月
報
」
の
各
2020

年
7月
デ
ー
タ
を
元
に
作
成
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•
加
齢
に
伴
う
骨
格
筋
量
の
低
下
に
、
歩
行
速
度
、
握
力
な
ど
の
身
体
機
能
の
低
下
が
合
併
し

た
病
態
（
症
候
群
）
。
QOLの

低
下
、
死
の
リ
ス
ク
を
伴
う
。
 

•
低
筋
肉
量
：
骨
格
筋
は
30代

か
ら
年
間
0.5～

1%
ず
つ
減
少
し
、
80歳

頃
ま
で
に
約
30～

40%
の
骨
格
筋
が
失
わ
れ
る
（
特
に
速
筋
）
。
た
だ
し
、
個
人
差
が
非
常
に
大
き

い
。
”Use it or Lose it.”。

DXA法
（
dual energy X-ray absorptim

etry）
で

「
男
性
7.0kg/㎡

未
満
、
女
性
5.4kg/㎡

未
満
」
＝
低
下
 

•
低
筋
力
（
握
力
）
；
「
男
性
26kg未

満
、
女
性
18kg未

満
」
＝
低
下
 

•
低
身
体
動
作
（
歩
行
速
度
）
；
0.8m

/秒
以
下
＝
低
下
 

信
号
を
渡
る
速
度
1m
/秒
で
設
定
さ
れ
て
い
る
。
一
般
的
な
歩
行
速
度
は
時
速
4km

（
=1.1m

/秒
）

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
 sarco肉

-penia喪
失

筋
力
の
維
持
は
重
要

Point

•
フ
レ
イ
ル
；
高
齢
期
に
お
い
て
生
理
的
予
備
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
脆
弱

性
が
亢
進
し
て
不
健
康
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
状
態
。
身
体
的
な
問
題
の
み
な
ら
ず
、
精
神
・
心

理
的
問
題
、
さ
ら
に
は
社
会
的
問
題
を
含
む
概
念
。
 

•
フ
レ
イ
ル
の
有
病
率
は
7.4%

程
度
。
 85歳

以
上
で
は
35%

が
身
体
的
フ
レ
イ
ル
。
フ
レ
イ
ル

状
態
は
健
常
高
齢
者
に
比
べ
て
要
支
援
・
要
介
護
の
発
生
が
4.7倍

。
 

•
身
体
的
フ
レ
イ
ル
；
 

①
体
重
減
少
（
年
間
>5kg）

、
②
筋
力
低
下
（
握
力
<30kg男

,<20kg女
）
、
③
疲
労
、
④
歩

行
速
度
の
低
下
（
<1m

/秒
）
、
⑤
身
体
活
動
の
低
下
…
３
つ
以
上
で
フ
レ
イ
ル
、
１
ま
た
は
２

該
当
で
プ
レ
フ
レ
イ
ル
と
判
定
。
 

•
社
会
的
フ
レ
イ
ル
；
 

①
独
居
、
②
外
出
頻
度
の
減
少
、
③
友
人
宅
へ
の
訪
問
（
い
い
え
）
、
④
役
に
立
っ
て
い
る
（
い

い
え
）
、
⑤
毎
日
の
会
話
（
い
い
え
）
…
2項
目
以
上
で
フ
レ
イ
ル
、
1項
目
は
プ
レ
と
判
定
。

予
防
的
視
点
が
重
要

老
化
と
フ
レ
イ
ル
 Frailty

1.バ
ス
や
電
車
で
1人
で
外
出
し
て
い
ま
す
か
 

2.日
用
品
の
買
い
物
を
し
て
い
ま
す
か
 

3.預
貯
金
の
出
し
入
れ
を
し
て
い
ま
す
 

4.友
人
の
家
を
訪
ね
て
い
ま
す
か
 

5.家
族
や
友
人
の
相
談
に
の
っ
て
い
ま
す
か
 

6.階
段
を
手
す
り
や
壁
を
伝
わ
ら
ず
に
昇
っ
て
い
ま
す
か
 

7.椅
子
に
座
っ
た
状
態
か
ら
何
も
つ
か
ま
ら
ず
に
立
ち
上

が
っ
て
い
ま
す
か
 

8.15分
位
続
け
て
歩
い
て
い
ま
す
か
 

9.こ
の
1年
間
に
転
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
 

10.転
倒
に
対
す
る
不
安
は
大
き
い
で
す
か
 

11.6ヶ
月
間
で
2~3kg以

上
の
体
重
の
減
少
が
あ
り
ま
し

た
か
 

12.BM
I 

13.半
年
前
に
比
べ
て
硬
い
も
の
が
食
べ
に
く
く
な
り
ま
し

た
か
 

14.お
茶
や
汁
物
な
ど
で
む
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
 

15.口
の
渇
き
が
気
に
な
り
ま
す
か
 

16.週
に
1回
以
上
は
外
出
し
て
い
ま
す
か
 

17.昨
年
と
比
べ
て
外
出
の
回
数
が
減
っ
て
い
ま
す
か
 

18.周
り
の
人
か
ら
「
い
つ
も
同
じ
こ
と
を
聞
く
」
な
ど
の

物
忘
れ
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
か
 

19.自
分
で
電
話
番
号
を
調
べ
て
、
電
話
を
か
け
る
こ
と
を

し
て
い
ま
す
か
 

20.今
日
が
何
月
何
日
か
わ
か
ら
な
い
時
が
あ
り
ま
す
か
 

21.こ
こ
2週
間
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な
い
 

22.こ
こ
2週
間
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
や
れ
て
い
た
こ
と
が

楽
し
め
な
く
な
っ
た
 

23.こ
こ
2週
間
以
前
は
楽
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
今
で
は

お
っ
く
う
に
感
じ
ら
れ
る
 

24.こ
こ
2週
間
自
分
が
役
に
立
つ
人
間
だ
と
思
え
な
い
 

25.こ
こ
2週
間
わ
け
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る

CGA ; com
prehensive geriatric assessm

ent
老
年
医
学
的
総
合
機
能
評
価

う
つ

認
知
症

閉
じ
こ
も
り

口
腔

栄
養

運
動

社
会
性



•
認
知
症
、
脳
血
管
疾
患
、
衰
弱
、
骨
折
/転
倒
、
関
節
疾
患
、
心
疾
患
の
順

要
介
護
の
原
因

フ
レ
イ
ル

認
知
症

•
M
CIは

認
知
症
予
備
軍
の
状
態
で
、
改
善
の
余
地
が
あ
る
。
健
常
へ
の
回
復

率
は
1年
で
16～

41%
で
、
有
病
率
は
高
齢
者
の
15～

25%
と
言
わ
れ
て

い
る
。
早
期
発
見
が
重
要
。
 

•
「
以
前
と
比
べ
て
認
知
機
能
低
下
が
あ
る
が
、
日
常
生
活
は
自
立
し
た
、
認

知
症
で
は
な
い
状
態
」
 

•
テ
ス
ト
に
は
M
ontreal Cognitive Assessm

ent（
M
oCA)）

が
奨

励
さ
れ
て
い
る
。

M
CI ; 軽

度
認
知
機
能
障
害
 m
ild cognitive im

pairm
ent

認
知
症
予
防

ピ
ラ
テ
ィ
ス
の
先
生
が
早
期
発
見
し
た
ら
受
診
を
促
し
て
！ Point

•
頭
部
前
方
突
出
→
下
向
き
＝
視
野
狭
窄
 

•
円
背
（
胸
椎
屈
曲
）
→
心
肺
機
能
へ
の
ス

ト
レ
ス
上
昇
 

•
骨
盤
後
傾
＝
腰
部
の
前
弯
消
失
→
歩
幅
低

下
 

•
膝
屈
曲
位
、
足
部
背
屈
位
→
す
り
足
、
つ

ま
ず
き

重
力
に
負
け
た
姿
勢

エ
イ
ジ
ン
グ
の
典
型
姿
勢

頭
を
引
き
上
げ
る
/胸
を
開
く
/骨
盤
を
起
こ
す

Point



•
抑
う
つ
や
心
気
症
の
よ
う
な
精
神
症
状
を

呈
す
る
高
齢
者
は
15%

前
後
と
言
わ
れ
て

い
る
。
 

•
高
齢
者
で
も
自
殺
率
は
減
ら
な
い
。
 

•
心
理
学
的
背
景
→
喪
失
体
験
；
退
職
、
死

別
、
子
ど
も
の
独
立
な
ど
 

•
生
物
学
的
背
景
→
死
へ
の
恐
怖
、
病
の
恐

怖
、
老
い
へ
の
恐
怖
な
ど
 

•
予
備
能
力
の
低
下
→
環
境
適
応
が
困
難

心
の
脆
弱
性

シ
ニ
ア
の
心

80代
11%

70代
15%
60代
14%

50代
17%

40代
18% 30代
13%

20代
12%

R2 年
齢
階
級
別
自
殺
者
数

資
料
:警
察
庁
自
殺
統
計
原
票
デ
ー
タ
よ
り
厚
生
労
働
省
作
成

•
60歳

以
上
は
、
60歳

前
の
う
つ
病
に
比
べ
「
精
神
運
動
抑
制
」
は
少
な
く
、
「
心
気
症
状
」
、
「
不
安
」
、
「
焦
燥

感
」
、
「
自
責
感
」
、
「
自
殺
念
虚
」
、
「
妄
想
」
な
ど
が
高
い
。
臨
床
的
に
は
、
焦
燥
型
、
抑
制
型
、
心
気
型
に
分

類
。
 

•
身
体
症
状
（
 早
期
覚
醒
、
疲
労
感
、
頭
重
感
、
口
渇
、
便
秘
、
め
ま
い
な
ど
）
を
訴
え
る
こ
と
が
多
い
→
仮
面
う
つ
病
 

•
入
院
中
の
患
者
が
う
つ
病
を
併
発
す
る
と
、
入
院
期
間
が
2倍
に
延
長
す
る
。
 

•
抑
う
つ
は
免
疫
機
能
も
低
下
さ
せ
る
（
NK細

胞
活
性
の
低
下
、
リ
ン
パ
球
刺
激
反
応
の
減
少
な
ど
）
 

•
病
前
性
格
；
循
環
気
質
（
お
人
好
し
、
人
情
家
、
気
分
易
変
、
対
人
関
係
に
敏
感
な
ど
）
、
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
型
（
律
儀
、

正
直
、
他
者
へ
の
気
配
り
な
ど
）
、
執
着
性
格
（
仕
事
に
熱
心
、
几
帳
面
、
強
い
正
義
感
、
趣
味
が
乏
し
い
な
ど
）
。
 

•
絶
望
感
→
今
を
生
き
る
、
孤
独
感
→
仲
間
を
作
る
、
外
に
出
る
、
野
菜
を
育
て
る
、
虚
無
感
→
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
作

る
、
喪
失
感
→
日
記
や
写
真
な
ど
の
記
録
の
活
用
や
、
幸
福
感
を
実
感
す
る
 

•
セ
ロ
ト
ニ
ン
を
増
や
す
運
動
を
す
る
。

老
年
性
う
つ

心
身
相
関
が
強
い楽
観
的
・
楽
天
的
・
鈍
感
力
も
大
切

Point

•
高
血
圧
、
高
血
糖
は
多
く
の
方
が
持
っ

て
い
る
。
 

•
し
か
し
、
沖
縄
で
は
高
血
圧
は
少
な
い

の
で
、
年
齢
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
が

背
景
に
あ
り
個
人
差
が
大
き
い
。
 

•
動
脈
硬
化
度
ゼ
ロ
の
人
も
70代

で
5.8%

い
る
と
い
う
報
告
も
あ
る
。
 

•
骨
粗
鬆
症
；
60代

で
3割
、
70代

で
約
半
数
が
罹
患
。
男
性
300万

人
、
女

性
980万

人
と
女
性
優
位
。

多
様
な
疾
患
を
有
す

非
定
型
の
症
状

21世
紀
老
年
学
を
考
え
る
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的
医
療
, 
そ
れ
を
可
能
に
す
る
医
療
の
あ
り
方
, 
医
学
教
育
, 疾

病
予
防
な
ど
が
重
要
項
目
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
. 
タ
イ
ト
ル
に
は

あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
, 
高
齢
者
医
療
の
あ
り
方
を
強
く
意
識
し

て
述
べ
ら
れ
た
提
言
が
非
常
に
多
い
こ
と
を
指
摘
で
き
る
.

筆
者
が
老
年
期
医
療
の
 spaciality 確

立
の
必
要
性
を
第
一
に

あ
げ
た
の
は
老
年
者
医
療
は
即
全
人
的
医
療
を
意
味
す
る
か
ら
で

あ
る
. 医

療
は
半
ば
 science 半

ば
 art と

い
わ
れ
る
が
, そ

れ
が
最
も
発
揮
さ
れ
る
の
が
老
年
医
療
だ
ろ
う
. 病

気
中
心
の
医
学

か
ら
病
人
中
心
の
医
学
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
, 
そ
の

最
先
端
に
あ
る
の
が
老
年
医
療
と
考
え
る
. 
同
じ
疾
病
で
あ
っ
て

も
病
因
・
病
態
, 
治
療
に
対
す
る
反
応
, 
予
後
は
症
例
に
よ
っ
て

差
が
あ
る
が
, 
老
年
者
で
は
そ
れ
が
一
層
著
明
で
あ
る
. 
し
か
も

疾
病
は
一
つ
と
は
限
ら
ず
複
数
の
疾
病
を
同
時
に
持
っ
て
い
る
場

合
が
少
な
く
な
い
. む
し
ろ
そ
の
方
が
多
い
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
.

教
科
書
や
文
献
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
勿
論
重
要
で
あ
る
が
, そ

れ
以

上
に
患
者
さ
ん
か
ら
学
ぶ
姿
勢
が
と
く
に
老
年
病
専
門
医
の
第
一

条
件
で
あ
る
と
考
え
る
. 熟

練
の
臨
床
医
こ
そ
が
よ
き
老
年
病
専

門
医
に
な
り
得
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
と
思
う
.

ま
た
, 老

年
期
医
療
に
求
め
ら
れ
る
の
は
 cure よ

り
も
 care

が
大
事
で
あ
る
こ
と
, 環

境
へ
の
配
慮
と
QOLを

重
視
す
べ
き

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
.

医
学
部
教
育
に
用
い
ら
れ
る
教
科
書
の
多
く
は
疾
病
を
中
心
に

記
述
さ
れ
て
い
る
. 病

人
中
心
の
教
育
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
現
状
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
. 
し
か
も
疾

病
中
心
の
記
述
は
ま
す
ま
す
詳
細
に
な
り
, そ

れ
ぞ
れ
の
診
断
・

治
療
の
進
歩
が
著
し
い
の
で
 up to date の

知
識
を
身
に
つ
け
る

に
も
非
常
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
. 研

究
は
分
析
的
方
向
を
と
っ
て
進
み
, 診

療
も
専
門
分
化
し
, 自

分
の

専
門
分
野
は
よ
く
知
っ
て
い
る
が
そ
れ
以
外
の
分
野
は
よ
く
知
ら

な
い
, 
む
し
ろ
知
ら
な
く
て
よ
い
と
い
う
風
潮
が
出
来
て
き
た
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
. そ

れ
自
体
は
進
歩
の
過
程
で
必
要

な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
が
, 
医
学
・
医
療
は
人
間
を
は

な
れ
て
は
存
在
し
得
ず
, 
人
間
の
た
め
こ
そ
必
要
な
学
問
分
野
,

職
業
分
野
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
.

老
年
者
の
心
身
の
特
徴
と
し
て
個
人
差
の
大
き
な
こ
と
が
先
ず

あ
げ
ら
れ
る
. 生

物
学
的
な
老
化
は
暦
年
齢
に
比
例
し
な
い
こ
と

は
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
. そ

れ
に
は
遺
伝
因
子
と
環
境
要

因
が
当
然
関
与
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
, 
分
子
生
物
学
の
進
歩
に

伴
い
, 遺

伝
子
の
研
究
が
急
速
に
進
ん
で
き
た
. 
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム

の
時
代
は
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
医
療
の
道
を
ひ
ら
く
で
あ
ろ
う
が
,

之
は
と
り
も
直
さ
ず
集
団
の
医
学
か
ら
個
の
医
学
へ
の
明
確
な
転

換
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
. 個

人
差
が
加
齢
と
と
も
に
大
き

く
な
る
こ
と
の
機
序
, 
老
化
の
機
序
に
関
し
て
も
解
明
が
す
す
む

に
違
い
な
い
.

生
活
習
慣
病
, 
い
わ
ゆ
る
 common 

disease の
頻
度
は
加
齢

と
と
も
に
そ
の
頻
度
が
高
く
な
る
. 高

血
圧
, 
高
血
糖
, 
高
脂
血

症
の
頻
度
は
そ
れ
を
如
実
に
示
し
て
い
る
. 高

脂
血
症
の
み
は
60

歳
を
こ
え
る
と
男
女
と
も
頻
度
が
や
や
減
少
す
る
が
, 
高
血
圧
,

表
1 
老
年
学
の
重
要
課
題

表
2 

21世
紀
の
医
学
・医
療
に
お
け
る
日
本
の
基
礎
・臨

床
医
学
者
100人

の
提
言

(日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
開
発
編
 
1995年

3)よ
り
)

図
2 

日
本
人
の
性
別
, 年

齢
階
級
別
健
康
状
態
 (1999年

厚
生
省
・国
民
栄
養
調
査
)

高
脂
血
: 
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
220mg/dl以

上
ま
た
は
中
性
脂
肪
値

150mg/dl以
上

高
血
圧
: 
最
高
血
圧
140mmHg以

上
ま
た
は
最
低
血
圧
90mmHg以

上
高
血
糖
: 
110mg/dl以

上

日
本
の
置
か
れ
て
い
る
状
況



2053年
で
1億
人
を
切
る

少
子
化
の
現
状
　
by 内

閣
府
令
和
4年

https://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/whitepaper/m
easures/w-2022/r04pdfhonpen/pdf/s1-1.pdf

2022年
、
推
測
よ
り
8年
早
く
80万

人
を
切
っ
た

出
生
数
の
低
下
　
by 内

閣
府
令
和
4年

https://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/whitepaper/m
easures/w-2022/r04pdfhonpen/pdf/s1-2.pdf

少
子
化
の
原
因
　
by 内

閣
府
平
成
16年

https://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/whitepaper/m
easures/w-2004/htm

l_h/htm
l/g1210000.htm

l

Fertility, m
ortality, m

igration, and population scenarios for 195 countries and territories from
 

2017 to 2100: a forecasting analysis for the Global Burden of Disease Study（
2020）

世
界
規
模
の
少
子
化
　
by THE LANCET

•
出
生
率
の
低
下
に
よ
り
、
世
界
の
人
口
は
2064年

ご
ろ
に
約
97億

人
に
達
し
て
ピ
ー
ク

と
な
り
、
そ
の
後
、
今
世
紀
末
ま
で
に
約
88億

人
ま
で
に
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。
 

•
195カ

国
中
183カ

国
で
出
生
率
が
人
口
が
増
加
も
減
少
も
し
な
い
均
衡
状
態
と
な
る
合

計
特
殊
出
生
率
（
2.1）

を
下
回
る
。
 

•
日
本
、
タ
イ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
韓
国
な
ど
23カ

国
で
は
、
人
口
が
50%

以
上
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
 

•
16年

間
の
教
育
を
受
け
、
仕
事
を
す
る
女
性
が
増
え
、
女
性
の
95%

が
避
妊
を
利
用
で

き
る
集
団
で
は
出
生
率
が
低
下
す
る
。

「
人
口
爆
発
 VS 人

口
減
少
」
 

少
子
化
は
人
類
に
と
っ
て
は
進
化
？



•
長
寿
研
究
か
ら
見
る
と
、
、
、
長
寿
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
重
要
。
孤
独
は

病
気
を
増
や
す
。
 

•
高
齢
者
の
社
会
的
な
意
義
が
損
な
わ
れ
て
い
る
。
 

例
）
「
亀
の
甲
よ
り
年
の
功
」
よ
り
Google先

生
 

•
フ
レ
イ
ル
や
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
は
結
果
で
あ
っ
て
、
原
因
は
社
会
的
繋
が
り
や

社
会
的
役
割
の
欠
如
。
 

•
生
産
世
代
の
減
少
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
で
あ
っ
て
も
仕
事
を
継
続
す
る
こ
と

が
社
会
と
し
て
必
要
に
な
る
。
→
コ
ス
ト
で
は
な
い

介
護
に
よ
っ
て
生
産
世
代
が
働
け
な
く
な
る

2025年
問
題

•
認
知
症
、
脳
卒
中
以
外
に
骨
関
節
疾
患
、
転
倒
も
大
き
な
原
因
に
。

要
介
護
の
原
因

2019年
（
R2年

）
6月
時
点
の
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
原
因

1位
%

2位
%

3位
%

要
支
援
1

関
節
疾
患

20.3
高
齢
に
よ
る
衰
弱

17.9
骨
折
・
転
倒

13.5

要
支
援
2

関
節
疾
患

17.5
骨
折
・
転
倒

14.9
高
齢
に
よ
る
衰
弱

14.4
要
介
護
1

認
知
症

29.8
脳
卒
中

14.5
高
齢
に
よ
る
衰
弱

13.7
要
介
護
2

認
知
症

18.7
脳
卒
中

17.8
骨
折
・
転
倒

13.5
要
介
護
3

認
知
症

27.0
脳
卒
中

24.1
骨
折
・
転
倒

12.1
要
介
護
4

脳
卒
中

23.6
認
知
症

20.2
骨
折
・
転
倒

15.1
要
介
護
5

脳
卒
中

24.7
認
知
症

24.0
高
齢
に
よ
る
衰
弱

8.9

意
外
と
多
い
骨
関
節
疾
患

医
療
費
の
内
訳

循環器系の疾患

新生物（腫瘍）

筋骨格系及び結合組織の疾患

損傷、中毒及びその他の外因の影響

腎尿路生殖器系の疾患
その他

0

35000

70000

105000

140000

億
円

リ
ス
ク
管
理
に
必
要
な
知
識



29件

関
係
機
関
よ
り
「
事
故
情
報
」
「
危
険
情
報
」
を
広
く
収
集
し
、
事
故
防
止
に
役
立
て
る
た
め
の
デ
ー
タ
収
集
・
提

供
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
消
費
者
庁
と
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て
、
関
係
機
関

の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。

ち
な
み
に
「
ヨ
ガ
」
は
…
409件

https://www.jikojoho.caa.go.jp/ai-national/

事
故
の
現
状
（
シ
ニ
ア
に
限
ら
な
い
）

•
柔
軟
運
動
の
際
講
師
に
体
を
押
さ
れ
て
肋
骨
に
ひ
び
が
入
っ
た
が
講
師
は
謝
罪
も
し
な
い
。
補
償
等
 を

求
め
る
こ
と
は
可
能
か
。
 

•
あ
お
む
け
で
腰
に
ボ
ー
ル
を
入
れ
た
状
態
の
受
講
者
に
、
講
師
が
両
腰
骨
を
手
で
押
さ
え
下
に
押
し
広

げ
る
動
作
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
受
講
者
が
腰
椎
捻
挫
の
重
傷
。
 

•
足
に
怪
我
を
負
っ
た
。
ス
タ
ジ
オ
側
は
治
療
費
の
み
負
担
す
る
が
、
損
害
補
償
は
で
き
な
い
と
い
う
対

応
。
納
得
で
き
な
い
。
 

•
初
回
講
座
で
講
師
に
腰
を
引
張
ら
れ
腰
痛
に
。
腰
椎
捻
挫
の
診
断
。
退
会
申
出
る
と
、
4か
月
分
の
会

費
を
請
求
。
不
納
得
。
補
償
希
望
。
 

•
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
脚
を
グ
ル
グ
ル
回
す
動
き
を
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、
右
膝
内
側
半

月
板
損
傷
の
重
傷
。
 

•
半
年
間
で
20回

受
講
で
き
る
講
座
を
1回
受
講
し
た
が
、
講
師
の
強
引
な
指
導
で
腰
痛
や
膝
痛
の
持
病

が
悪
化
し
た
。
受
講
料
の
返
金
希
望
。
 

•
ト
レ
ー
ナ
ー
に
肋
骨
を
押
さ
れ
た
際
に
左
肋
骨
が
折
れ
た
。
だ
が
、
理
由
を
つ
け
て
対
応
さ
れ
な
い
。

ほ
と
ん
ど
が
強
引
で
雑
な
指
導
、
ア
シ
ス
ト

•
腰
痛
の
悪
化
、
 

腰
椎
捻
挫
　
　
５
 

•
肋
骨
骨
折
　
　
5 

•
膝
痛
、
 

半
月
板
損
傷
　
４
 

•
怪
我
　
　
　
　
３
 

•
具
合
が
悪
い
、
 

体
調
不
良
　
　
２
 •

首
痛
　
　
　
2 

•
大
腿
骨
頸
部
骨
折
　
　
　
　
 　
　
　
　
　
　
　
 　
　

１
 

•
体
が
痛
い
　
１
 

•
頭
痛
　
　
　
１
 

頭
痛4%

痛
い4%

大
腿
骨
頸
部
骨
折

8%

首
痛8%

体
調
不
良

8%

怪
我

12%
膝
痛

16%

肋
骨
骨
折

20%

腰
痛

20%

損
傷
部
位

①
 中
等
度
以
上
の
呼
吸
困
難
、
め
ま
い
、
嘔
気
、
狭
心
痛
、
頭
痛
 

　
 強
い
疲
労
感
等
が
出
現
し
た
場
合
 

②
 脈
拍
が
140/分

を
超
え
た
場
合
 

③
 運
動
時
収
縮
期
血
圧
が
40m

m
Hg以

上
 

　
 ま
た
は
拡
張
期
血
圧
が
20m

m
Hg以

上
上
昇
し
た
場
合
 

④
 頻
呼
吸
（
30回

/分
以
上
）
、
息
切
れ
が
出
現
し
た
場
合
 

⑤
 運
動
に
よ
り
不
整
脈
が
増
加
し
た
場
合
 

⑥
徐
脈
が
出
現
し
た
場
合
 
 

⑦
意
識
状
態
の
悪
化
 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
よ
り

運
動
の
中
止
基
準



運
動
の
非
適
応

①
安
静
時
脈
拍
40/分

以
下
ま
た
は
120/分

以
上
 

②
安
静
時
収
縮
期
血
圧
70㎜

Hg以
下
ま
た
は
200㎜

Hg以
上
 

③
安
静
時
拡
張
期
血
圧
120㎜

Hg以
上
  

④
労
作
性
狭
心
症
の
方
  

⑤
心
房
細
動
の
あ
る
方
で
著
し
い
徐
脈
ま
た
は
頻
脈
が
あ
る
場
合
  

⑥
心
筋
梗
塞
発
症
直
後
で
循
環
動
態
が
不
良
な
場
合
  

⑦
著
し
い
不
整
脈
が
あ
る
場
合
 

⑧
安
静
時
胸
痛
が
あ
る
場
合
 

⑨
リ
ハ
実
施
前
に
す
で
に
動
悸
・
息
切
れ
・
胸
痛
の
あ
る
場
合
  

⑩
座
位
で
め
ま
い
，
冷
や
汗
，
嘔
気
な
ど
が
あ
る
場
合
  

⑪
安
静
時
体
温
が
38°C 以

上
  

⑫
安
静
時
酸
素
飽
和
度
(SpO

2)90%
以
下
 リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
よ
り

•
貧
血
　
　
→
め
ま
い
、
ふ
ら
つ
き
→
横
に
さ
せ
て
頭
部
に
血
流
を
増
や
す
 

•
鬱
血
　
　
→
め
ま
い
、
嘔
気
　
　
→
安
静
 

•
睡
眠
障
害
→
ふ
ら
つ
き
、
傾
眠
　
→
運
動
は
や
め
て
休
息
を
促
す
 

•
脱
水
　
　
→
ふ
ら
つ
き
、
め
ま
い
→
水
分
補
給
 

•
内
耳
障
害
→
め
ま
い
、
嘔
気
　
　
→
安
静
と
め
ま
い
リ
ハ
ビ
リ
 

•
尿
失
禁
　
→
意
図
し
な
い
失
禁
　
→
骨
盤
底
筋
の
訓
練

よ
く
あ
る
症
状
と
対
応

基
本
は
安
静
の
後
、
受
診
を
促
す

•
診
断
基
準
：
①
脆
弱
性
骨
折
（
椎
体
骨
折
、
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
な
ど
）
が
あ

る
場
合
は
、
骨
密
度
が
YAM

の
80%

未
満
、
②
脆
弱
性
骨
折
が
な
い
場
合
は
、

YAM
の
70%

以
下
ま
た
は
-2.5 SD以

下
 

•
YAM

：
Young Adult M

ean 若
年
成
人
平
均
値
の
こ
と
で
、
健
康
な
20～

44歳
の
平
均
値
。
 

•
骨
密
度
検
査
：
DXA（

二
重
エ
ネ
ル
ギ
ー
X線
吸
収
検
査
法
 Dual Energy X-

ray Absorptiom
etry）

が
中
心
で
そ
れ
以
外
に
も
超
音
波
の
QUS法

な
ど

も
あ
り
ま
す
。
 

•
罹
患
率
：
60代

で
約
10%

、
60代

で
約
20%

、
70代

で
約
40%

、
90代

で
は
約
60%

。
男
性
300万

人
、
女
性
は
980万

人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
齢
と
共
に
増
加

骨
粗
鬆
症

•
定
義
：
収
縮
期
血
圧
140m

m
Hg以

上
、
拡
張
期
血
圧
90m

m
Hg以

上
の

い
ず
れ
か
か
両
方
（
Ⅰ
度
）
。
160～

179/100～
109m

m
Hg（

Ⅱ
度
）
、
180m

m
Hg以

上
/110m

m
Hg以

上
（
Ⅲ
度
）
。
 

•
高
血
圧
は
脳
卒
中
、
心
臓
病
、
腎
臓
病
の
発
症
リ
ス
ク
を
増
加
さ
せ
る
。
 

•
高
齢
者
は
収
縮
期
だ
け
が
高
い
収
縮
期
高
血
圧
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
 

•
70代

の
平
均
値
で
は
、
男
性
が
36.5%

、
女
性
で
42.8%

が
高
血
圧
と
診

断
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
の
病
気
の
リ
ス
ク
因
子
に

高
血
圧



•
不
整
脈
は
、
心
臓
の
電
気
信
号
が
正
常
に
伝
達
さ
れ
な
い
た
め
に
心
拍
が
不
規
則
に
な
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

→
動
悸
、
め
ま
い
、
息
切
れ
 

•
加
齢
と
共
に
増
え
る
の
は
、
「
心
房
細
動
」
。
70代

で
2%
、
80代

で
3%
と
少
な
い
が
、
心
原
性
脳
梗
塞
の

原
因
と
な
る
の
で
注
意
が
必
要
。
 

•
そ
の
他
の
不
整
脈
：
 

•
上
室
性
不
整
脈
…
頻
脈
性
不
整
脈
（
心
房
細
動
、
心
房
粗
動
、
発
作
性
上
室
性
頻
脈
）
、
徐
脈
性
不
整
脈

（
洞
房
不
全
症
候
群
、
房
室
ブ
ロ
ッ
ク
）
、
期
外
収
縮
（
上
室
性
期
外
収
縮
）
 

•
心
室
性
不
整
脈
…
頻
脈
性
不
整
脈
（
心
室
頻
脈
、
心
室
細
動
）
、
期
外
収
縮
（
心
室
性
期
外
収
縮
）
 

•
運
動
制
限
は
、
運
動
に
よ
っ
て
不
整
脈
が
強
く
な
る
方
の
み
。
→
運
動
負
荷
心
電
図
検
査
 

•
心
不
全
は
男
性
75歳

、
女
性
81歳

が
が
多
い
。
80歳

以
上
で
10%

の
罹
患
率
。
拡
張
期
、
収
縮
期
そ
れ
ぞ
れ

の
障
害
が
あ
る
。
拡
張
期
は
高
血
圧
に
よ
る
心
室
の
硬
化
や
心
房
細
動
に
よ
る
血
流
不
足
な
ど
が
、
収
縮
期
は

心
筋
の
損
傷
の
他
、
大
動
脈
弁
狭
窄
症
や
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
な
ど
に
よ
る
二
次
的
な
障
害
も
あ
り
ま
す
。
 

•
心
不
全
の
症
状
は
不
整
脈
の
症
状
に
加
え
、
む
く
み
、
呼
吸
困
難
を
伴
い
ま
す
。

頭
骨
動
脈
で
自
己
チ
ェ
ッ
ク

不
整
脈
・
心
不
全

•
60歳

以
上
の
世
代
で
は
2人
に
1人

は
何
ら
か
の
脊
椎
変
形
を
有
し
て
い

る
と
い
わ
れ
い
て
ま
す
。

変
形
性
脊
椎
症

脊
椎
変
形

骨
棘
形
成

椎
間
関
節
の
変
性

椎
間
板
の
変
性
靱
帯
の
肥
厚

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア

脊
椎
変
形
骨
粗
鬆
症

高
齢
者
指
導
に
お
い
て
す
べ

き
こ
と
と
避
け
る
べ
き
こ
と

•
骨
折
；
 

骨
粗
鬆
症
と
関
連
 

捻
り
系
→
肋
骨
骨
折
 

屈
曲
系
→
腰
椎
圧
迫
骨
折
 

転
　
倒
→
橈
骨
遠
位
端
骨
折
、
大
腿
骨
頸

部
骨
折
、
腰
椎
圧
迫
骨
折
 

•
脳
血
管
疾
患
；
 

怒
責
/逆
転
→
脳
梗
塞
、
脳
出
血
 

•
心
疾
患
；
 

激
し
い
運
動
→
不
整
脈
 

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に
関
係
な
い
→
心
停
止
 

•
呼
吸
器
疾
患
；
 

激
し
い
運
動
→
息
切
れ
、
喘
鳴
 

•
疾
患
と
リ
ス
ク
；
 

腱
鞘
炎
→
痛
み
→
手
の
向
き
を
変
更
 

逆
流
性
食
道
炎
→
逆
流
→
逆
転
を
控
え
る
 

各
種
変
形
性
関
節
症
→
痛
み
→
ク
ッ
シ
ョ

ン
の
利
用
 

各
種
変
形
→
可
動
域
制
限
、
痛
み
→
修
正
 

悪
性
腫
瘍
→
骨
折
(骨
転
移
)→
運
動
が
禁

忌
 
膠
原
病
→
骨
折
(ス
テ
ロ
イ
ド
)→
強
度
に

注
意
 

精
神
疾
患
→
症
状
の
悪
化
→
無
理
を
さ
せ

な
い
 

認
知
症
→
参
加
者
間
ト
ラ
ブ
ル
→
家
族
を

含
め
て
客
観
的
な
対
応
を

リ
ス
ク
を
想
定
す
る



•
シ
ニ
ア
は
「
頑
張
る
」
こ
と
を
良
し
と
し
て
生
き
て
き
た
方
が
多
い
の
で
、

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
中
は
「
頑
張
る
」
と
い
う
感
覚
は
さ
せ
ず
に
、
心
地
が
い
い

程
度
に
止
め
る
。
 

•
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
、
い
つ
も
と
調
子
が
何
か
違
う
と
い
う
場
合
、
運
動
は

し
な
い
。
 

•
不
安
定
な
状
況
は
転
倒
の
リ
ス
ク
に
な
る
の
で
、
サ
ポ
ー
ト
を
必
ず
用
意
す

る
。
 

•
運
動
方
向
、
強
度
、
量
が
適
切
か
ど
う
か
を
常
に
意
識
し
て
指
導
す
る
。

ポ
イ
ン
ト

リ
ス
ク
を
避
け
る

•
骨
粗
鬆
症
の
あ
る
方
；
過
剰
な
屈
曲
に
注
意
。
ひ
ど
い
と
圧
迫
骨
折
に
。
エ
ロ
ン
ゲ
ー

シ
ョ
ン
を
忘
れ
な
い
。
中
間
位
、
伸
展
を
メ
イ
ン
に
。
 

•
血
圧
が
高
い
方
；
怒
責
す
る
と
血
圧
が
上
昇
す
る
。
ひ
ど
い
と
脳
出
血
な
ど
に
、
、
、
。

息
を
止
め
し
な
い
で
胸
を
開
く
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
選
択
す
る
。
 

•
腰
に
す
べ
り
症
が
あ
る
方
；
腰
部
の
不
安
定
性
が
あ
る
の
で
腰
を
動
か
し
過
ぎ
な
い
。
腹

部
の
安
定
化
を
優
先
す
る
。
 

•
頸
動
脈
に
狭
窄
が
あ
る
方
（
糖
尿
病
な
ど
）
；
過
剰
な
伸
展
に
よ
る
椎
骨
動
脈
の
狭
窄
に
注

意
。
ひ
ど
い
と
意
識
消
失
す
る
こ
と
も
。
首
の
伸
展
を
防
ぐ
。
 

•
肩
関
節
脱
臼
の
既
往
が
あ
る
方
；
大
胸
筋
の
リ
リ
ー
ス
が
脱
臼
肢
位
に
な
る
。
 

•
ア
キ
レ
ス
腱
が
弱
い
方
；
ジ
ャ
ン
プ
動
作
は
少
し
づ
つ
。
土
踏
ま
ず
か
ら
作
っ
て
股
関
節

を
先
に
安
定
化
さ
せ
る
。

も
し
生
徒
さ
ん
に
こ
う
い
う
方
が
い
た
ら

具
体
例

•
ク
ラ
ス
前
後
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
を
設
け
社
交
の
場
を
提
供
。
 

•
「
安
心
感
」
を
感
じ
て
も
ら
う
。
頑
張
り
過
ぎ
な
い
よ
う
注
意
。
 

•
肩
の
力
を
抜
く
、
意
固
地
や
拘
り
を
手
放
す
こ
と
を
促
す
。
 

•
口
腔
系
の
意
識
も
咀
嚼
・
嚥
下
機
能
と
し
て
重
要
。
 

•
筋
力
低
下
の
予
防
は
重
要
。
 

•
名
前
を
呼
ぶ
→
自
己
承
認
→
自
己
愛
の
確
認
 

•
尊
厳
あ
る
対
応
を
心
が
け
る
。
意
見
や
思
い
を
尊
重
す
る
。
 

•
過
剰
な
依
存
に
は
気
を
つ
け
る
。
 

•
治
す
で
は
な
く
心
地
よ
く
な
る
こ
と
を
最
重
要
視
す
る
。

ポ
イ
ン
ト

シ
ニ
ア
の
た
め
の
ク
ラ
ス
展
開

•
屈
曲
系
よ
り
も
伸
展
系
を
→
腕
の
土
台
の
胸
郭
も
大
切
→
側
屈
、
回
旋
か
ら
最
後
に
伸
展
が
や
り
や

す
い
 

•
手
や
肩
よ
り
も
肩
甲
骨
を
→
ゼ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
 

•
バ
ラ
ン
ス
系
は
椅
子
や
壁
を
用
い
て
安
全
を
確
保
し
て
。
 

•
捻
る
系
は
勢
い
で
は
行
わ
な
い
。
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
。
ス
ト
レ
ッ
チ
は
反
動
を
使
わ
な
い
。
 

•
フ
ロ
ー
よ
り
も
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
一
つ
一
つ
の
練
習
の
方
が
望
ま
し
い
。
 

•
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
完
成
系
は
求
め
な
い
。
完
璧
さ
よ
り
も
動
い
て
い
る
こ
と
、
姿
勢
を
意
識
し
て
い

る
こ
と
そ
の
も
の
が
大
切
。
 

•
過
剰
な
手
で
の
体
重
支
持
（
手
首
痛
）
、
深
い
脊
柱
の
屈
曲
（
圧
迫
骨
折
）
は
基
本
的
に
は
行
わ
な

い
。
 

•
座
っ
た
り
寝
る
肢
位
で
は
脱
力
が
強
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
で
き
る
だ
け
起
き
て
い
る
状
態
が
ベ

タ
ー
。
運
動
と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
リ
ハ
リ
が
あ
る
と
い
い
。
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
寝
ち
ゃ

う
の
で
長
く
し
な
い
。

抗
重
力
「
伸
び
る
」
を
促
す

シ
ニ
ア
向
け
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
指
導
法



椅
子
の
用
意

で
き
る
だ
け
安
定
し
た
も
の

床
へ
降
り
た
り
、
立
ち
上
が
っ
た
り
す
る
時
に
活
用

臥
位
の
注
意
点

屈
曲
系
は
お
勧
め
し
な
い

側
臥
位
の
す
す
め

可
動
性
を
引
き
出
す
こ
と
が
可
能

四
つ
這
い
の
注
意
点

手
首
と
肩
甲
骨
を
考
慮
す
る

手
の
つ
く
幅
を
広
く
 

手
首
を
詰
め
な
い
よ
う
に
顔
の
位
置
に

肩
の
下
に
手



四
つ
這
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
の
注
意
点

負
荷
の
調
整

腰
の
反
り
す
ぎ

脊
柱
の
屈
曲
は
お
勧
め
し
な
い

負
荷
が
強
い
と
骨
折
の
リ
ス
ク

負
荷
を
軽
減
す
る

手
首
へ
の
負
担
も
含
む

椅
子
で
の
工
夫

日
常
に
も
取
り
入
れ
や
す
い



ベ
ル
ト
を
使
っ
た
工
夫

ロ
ー
ラ
ー
を
使
っ
た
工
夫

サ
ポ
ー
ト
、
誘
導

そ
の
他
の
工
夫

抵
抗
、
誘
導

目
的
：
筋
力
維
持
向
上
＋
介
護
予
防
＋
交
流
の
場

ク
ラ
ス
構
成

準
備
運
動
 

足
回
し
、
手
首
ス
ト
レ
ッ
チ
 

首
の
ス
ト
レ
ッ
チ
 

呼
吸
の
準
備
な
ど
 

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
 

筋
ト
レ
系
：
レ
ッ
グ
プ
ル
フ
ロ
ン
ト
 

捻
り
系
：
ス
パ
イ
ン
ツ
イ
ス
ト
 

伸
び
系
：
ダ
ー
ト
 

側
屈
系
：
マ
ー
メ
イ
ド
 

バ
ラ
ン
ス
系
：
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど

座
談
会
 

心
身
の
変
化
の
シ
ェ
ア
 

＋
近
況
報
告
 



シ
ニ
ア
は
こ
こ
に
時
間
を
割
く

準
備
運
動

•
挨
拶
；
時
事
ネ
タ
か
ら
健
康
知
識
ま
で
 

•
首
の
運
動
；
側
屈
、
回
旋
、
屈
伸
 

•
口
の
運
動
「
あ
い
う
べ
体
操
」
、
「
パ
タ
カ

ラ
」
な
ど
 

•
肩
甲
骨
の
運
動
；
挙
上
/下
制
、
前
突
/後
退
、

肩
回
し
（
片
方
→
両
方
）
 

•
肩
甲
骨
か
ら
胸
郭
の
運
動
 

•
手
首
、
親
指
ス
ト
レ
ッ
チ
 

•
足
首
回
し
、
足
指
ス
ト
レ
ッ
チ
 

•
股
関
節
運
動
 

•
キ
ャ
ッ
ト
&カ
ウ

口
腔
機
能

認
知
機
能

呼
吸
機
能

運
動
機
能

ピ
ラ
テ
ィ
ス
の
可
能
性
と
限
界

•
ピ
ラ
テ
ィ
ス
は
健
康
増
進
の
た
め
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
体
操
法
で
あ
っ
て
、
治
療
を
目

的
と
し
た
医
療
で
は
な
い
。
 

•
た
だ
健
康
の
基
盤
は
姿
勢
で
あ
り
、
呼
吸
、
動
き
方
で
あ
る
た
め
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
が
関

節
的
に
治
癒
力
を
高
め
た
り
、
医
療
で
は
な
い
生
活
習
慣
を
含
め
た
背
景
に
影
響
を

与
え
る
こ
と
は
で
き
る
。
 

•
予
防
医
学
の
側
面
か
ら
は
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
は
と
て
も
重
要
な
視
点
を
提
示
し
て
お
り
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
取
り
入
れ
る
価
値
は
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

•
シ
ニ
ア
の
方
々
は
正
常
に
は
も
う
な
れ
な
い
と
い
う
方
が
大
半
。
正
常
を
目
指
す
の

で
は
な
く
現
状
維
持
や
代
償
動
作
、
道
具
に
よ
る
補
正
を
前
提
と
す
る
。
こ
れ
は
ピ

ラ
テ
ィ
ス
に
限
ら
ず
多
く
の
運
動
療
法
が
同
じ
立
場
。

か
ら
だ
の
教
習
所

ピ
ラ
テ
ィ
ス
の
可
能
性
と
限
界

運
動
指
導
者
と
し
て
の
心
構
え



•
積
極
的
に
よ
く
し
よ
う
と
い
う
考
え
は
、
逆
に
無
理
を
さ
せ
て
悪
化
さ
せ
る

可
能
性
を
常
に
秘
め
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
 

•
シ
ニ
ア
の
方
々
は
、
不
可
逆
的
な
変
形
な
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
リ
ス
ク
を
常
に
意
識
し
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
、
低
負
荷
で
、
頑
張
る

こ
と
な
く
心
地
よ
く
動
け
る
と
こ
ろ
で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
っ
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。
 

•
人
生
の
先
輩
と
し
て
、
シ
ニ
ア
の
方
へ
の
尊
敬
を
忘
れ
ず
に
、
同
時
に
い
つ

ま
で
も
元
気
で
い
て
も
ら
う
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
時
に
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
以
外
の
会
話
や
他
の
専
門
家
へ
の
コ
ン
サ
ル
を
含
め
て
関
わ
っ
て
い

け
る
と
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

よ
く
す
る
こ
と
よ
り
悪
く
し
な
い

運
動
指
導
者
と
し
て
の
心
構
え

•
一
般
社
団
法
人
日
本
老
年
医
学
会
　
https://www.jpn-geriat-soc.or.jp/

tool/ 

•
警
視
庁
　
https://www.keishicho.m

etro.tokyo.jp/index.htm
l 

•
M
indsガ

イ
ド
ラ
イ
ン
　
https://m

inds.jcqhc.or.jp 

•
健
康
長
寿
ネ
ッ
ト
　
https://www.tyojyu.or.jp/net/kenkou-tyoju/

sedaikan/rounegaku.htm
l 

•
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
　
https://

www.ncgg.go.jp/ri/lab/cgss/

参
考

•
日
本
ヘ
ル
ス
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
賛
助
会
員

へ
の
付
帯
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
面
倒
な
手
続
き
は
不

要
。
 

•
約
5時
間
の
安
全
講
座
＆
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

ピ
ラ
テ
ィ
ス
に
特
化
し
た
保
険

ピ
ラ
テ
ィ
ス
安
全
保
険

https://healthfoundation.or.jp/pilates-safety-insurance

専
門
的
な
知
識
を
得
る

ア
セ
ス
メ
ン
ト
関
連
講
習
会

変
形
性
膝
関
節
症
で
opeし

た
人

変
形
性
股
関
節
症
で
opeし

た
人

脚
の
長
さ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

予
防
運
動
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

・
STEP1　

評
価
 Prim

ary Search 
・
STEP2　

教
育
 Awareness Facilitation 

・
STEP3　

指
導
 Behavior Advice



お
疲
れ
様
で
し
た


